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リスク管理について教えてください。

　金庫経営や金融技術が複雑かつ高度化する環境においては、自己責任原則のもとで、金融機関の様々なリスクを管理するこ
とが重要となります。
　当金庫は、信頼性の高い健全な経営を確立するために最も重要な経営課題のひとつとして位置付け、平成20年9月に「統合的
リスク管理基本方針」を制定し、リスク管理委員会が中心となって適切な管理体制の構築に努めています。

①事務リスク管理
金融機関の業務が、多様化・専門化することに伴い、役職員が正確な事務を怠る、あるいは、事故等を起こすことによリ当金庫が損失を被るリス

クをいいます。
当金庫では、常に事務リスク発生の危険度を把握し、規程の整備指導をはかるとともに、事務連絡会等を経て、厳正な事務管理に努めています。

②システムリスク管理
システムリスクとは、コンピューター・システムのダウンまたは誤作動等、システムの不備等に伴い金融機関が損失を被るリスクのことです。

金融機関にとってのシステムの安定稼動は社会的責務といっても過言ではありません。
当金庫では、万一の災害時においてもコンピューター・システムが安定稼動するようにバックアップシステムを確立しています。

また、危機管理計画書を作成し、組織として万全の対応ができるよう取り組んでおります。

③法務リスク管理
法務リスクとは、金庫経営、金庫取引等に係る法令・庫内規定等に違反する行為ならびにその恐れのある行為が発生することで当金庫の信用の失

墜を招き、当金庫が損失を被るリスクをいいます。
法務リスク管理は、当金庫の経営方針、飯塚信用金庫行動綱領等に則り、リスクを適切に把握、管理しコンプライアンス態勢の構築を図るよう努

めています。

④人的リスク管理
人的リスクとは、人事運営上の評価等に関する不公平やセクシャルハラスメント等に関する差別的行為によリ、当金庫が損失を被るリスクをいいます。

当金庫は、人事リスク管理能力を向上させるためセクシャルハラスメント等の研修・教育を行い、「人事相談窓口」を設置する等、円滑な業務運営を
果たすための体制の整備に努めています。

⑤有形資産リスク管理
有形資産リスクとは、災害等の事象から建物・什器設備等の資産の毀損や、業務運営環境の質の低下等により当金庫が損失を被るリスクをいいます。
当金庫は定期的に有形資産の点検・管理を実施し、災害等が発生した際に被るリスクを極力低減できるよう取り組んでおります。

⑥風評リスク管理
風評リスクとは、金融機関の資産の健全性や収益力、自己資本等のリスク耐久力、規模、成長性、利便性等金融機関の評判を形成する内容が劣化し、

または事実とは相違する風聞等により、顧客から見て金融機関への安心度、親密度が損なわれ、金融機関への評判が低下するリスクをいいます。
当金庫は、風評リスクに対する管理部署を具体的に設置し、不断にモニタリングを行い、当金庫の評判に影響を及ぼすと思われる事項について、

相互に協力して情報を収集・分析し風評リスクの管理を徹底するよう努めています。

　オペレーショナルリスクとは、不適切な内部手続き・人的要因・システムが不適切あるいは機能しない
こと、または外部要因により生ずる損失に関するリスクであり、事務・システム・法務・人的・有形資産・
風評リスクを含む広義の概念です。

４. オペレーショナル
　 リスク管理

　市場リスクとは、金利、有価証券の価格、為替等の様々な市場のリスク・ファクターの変動により、保有す
る資産の価値が変動し、金融機関が損失を被るリスクであり、具体的には、金利リスク、価格変動リスク、為
替リスクが含まれます。
　当金庫は、リスクを適正に把握し、これを当金庫として取り得る許容範囲内に収めるとともに、リスクの
管理と配分による適切な収益の確保を目指しております。

２. 市場リスク管理

　信用リスクとは、信用供与先の財務状況の悪化等により、資産（オフバランス資産を含む）の価値が減少
あるいは消滅し、当金庫が損失を被るリスクのことです。
　信用リスクについては、自己査定の債務者区分および分類結果等にもとづいてリスクを適正に把握し、
適切なポートフォリオ管理等に反映させることとしています。

１. 信用リスク管理

　流動性リスクとは、市場流動性リスクと資金繰りリスクのことをいいます。
　市場流動性リスクとは、市場の混乱等により市場において取引ができなかったり、通常よりも著しく不利
な価格での取引を余儀なくされることにより損失を被るリスクをいい、資金繰りリスクとは、当金庫の財務
内容の悪化等により必要な資金が確保できなくなり、資金繰りがつかなくなる場合や、資金の確保に通常よ
りも著しく高い金利での資金調達を余儀なくされることにより損失を被るリスクをいいます。
　当金庫では、市場流動性の状況を適切に把握し対応するとともに、当金庫の資金調達・運用構造に即した
適切かつ安定的な資金繰りを確保しております。

３. 流動性リスク管理

　法令等および規定の遵守については、当金庫では経営の最重要課題として位置付け、コンプライアンス委員会にて、平成
13年4月に制定した「飯塚信用金庫倫理網領」について、近年のCSR（企業の社会的責任）への取組みに関する社会的関心
の高まりや、顧客情報の適正な保護および顧客説明態勢の整備等が強く要請されていることを受け、平成18年2月に「飯塚信
用金庫行動網領」へと改定し、全役職員にこれらを含む携帯用の「服務規程」を配布して周知徹底を図っています。
　また、コンプライアンス委員会の下部組織であるコンプライアンス担当者部会を組織し、毎期の法令等遵守にかかる具体的
な実践計画を「コンプライアンス・プログラム」として定め、実行することでコンプライアンスマインドの高揚を図っております。
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Ⅰ.リスク管理の体制

Ⅱ. コンプライアンス ( 法令等遵守 ) の体制
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